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■ 工学研究科 

                            取得学位の名称 

物質環境化学専攻                              ◆修士（工学） 

 

履修条件（アドミッション・ポリシー） 

１．「化学」を専門として活躍するために，深い知識や能力を身につけたい人 

２．自然科学・工学の基礎学力を持ち，新物質開発，環境問題などに対する創造的能力を高めたい人 

３．専門分野での国際的コミュニケーション能力を高めたい人 

 

修了認定の基準（ディプロマ・ポリシー） 

工学研究科物質環境化学専攻では以下に掲げた能力を身につけ，所定の単位を修め，修士論文審査に

合格した者に対して修士の学位を授与します。 

 

1. 高度な化学の素養がある技術者として必要な基礎的能力，およびそれを応用できる能力を身につけ

る。 

2. 国際的に通用する高度な化学技術者としての専門知識，幅広い視野およびそれを材料開発や環境保

全技術に活用できる能力を身につける。 

3. 自主性と独創性の高い創造的能力を発揮して，未来を切り開く課題を実践・指導できる能力又は協

力して達成できる能力を身につける。 

 

到達目標に達するためのカリキュラム方針（カリキュラム・ポリシー） 

技術立国である日本が現在の繁栄を維持していくためには，他の国々より一歩進んだ技術を持ち，よ

り高機能な製品，付加価値の高い材料や新素材を開発し続けていかなければなりません。一方で，世界

中の人々が長く安定した生活を続けるためには，環境改善技術，環境にやさしい生産技術や新エネルギ

ー開発も最優先課題です。物質環境化学専攻では，このような社会の要請に答えるために，以下に述べ

る必修科目に加え，化学系のあらゆる分野を網羅する選択科目を用意しています。 

必修科目として，物質環境化学総合特論と化学計測・解析特別演習を設定しています。物質環境化学

総合特論は博士前期課程の研究を進める上で，化学系分野で必要な概念を確実に早期に身に付けられる

ように開設されている科目であり，化学計測・解析特別演習は，化学系の分野における各個人別の課題

を与え，その課題を遂行する過程で種々の化学計測および解析などを行うことにより，その技術の修得

を行うものです。 

以上のように，大学４年間では学び得ない，最新かつ高度な学問と技術とを身につけ，これからの日

本を支えていく新しい人材の育成をめざします。 
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